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笛吹市
ホームページを
リニューアルしました

　笛吹市ホームページは、市民の皆さんにとって市の情報をより使いやすく、
より見やすく、そして市外の皆さんに観光や移住定住など市の魅力を発信できる

ホームページを目指し、平成30年12月19日にリニューアルしました。

　日常生活や観光で訪れた笛吹でのすてきなひとこまを、写真とエピソードで紹介するページです。
　皆さんのお気に入りスポットや自慢したい景色、楽しかったイベントなど、魅力あふれる笛吹
を撮影して、ハッシュ
タグ「#ふえふきフォ
トレター」をつけて
Instagramに投稿し
てください。
　投稿された画像は
笛吹市で選定し、紹
介していきます。

ふえふきフォトレター

　パソコンだけでなく、スマー
トフォンからも見やすい表示に
対応しました。利用する端末に
合わせて最適な表示がされ、
操作性、検索性に特化したデ
ザインとなっています。

全ページをスマートフォンに対応
　笛吹市のカラーであるブルーを基調とした
デザインに一新し、情報分類を見直しました。

デザインと情報分類の整理

　子育て中の方、シニア世代の方、事業者
の方、観光される方、移住定住に興味のあ
る方の各対象者に合わせたページを作成し、
ほしい情報をすぐにキャッチできる構成にしま
した。

対象者別の情報ページを新設

　英語、中国語（簡体字、繋体字）、韓国語、
ポルトガル語、スペイン語の自動翻訳に対応
し、外国人の方も笛吹市の情報を把握してい
ただけるようにしました。

自動翻訳による多言語対応

　ホームページ閲覧を支援するツールによ
り、さまざまな世代の方が情報にアクセスし
やすいホームページを目指しました。

ふりがな、音声読み上げ機能の導入

　ホームページのリニューアルに合わせ、
Instagramを開設し、Instagramを活用した
市民と一体となって笛吹市の魅力を発信する
コンテンツを設けました。
　また、今後はTwitterと連携し、ホームペ
ージの新着情報を素早くTwitterに配信する
機能を設ける予定です。

Instagram（インスタグラム）や
Twitter（ツイッター）などのSNSを
活用し、市の情報や魅力を発信

ここにも注目!

笛吹市の魅力を発信  笛吹市公式SNS
　笛吹市はこれまで、FacebookとTwitterを活
用し、イベント情報や市からのお知らせなどをお伝
えしてきました。今回のホームページリニューアル
に合わせ、Instagramを開設しました。SNSを活
用した笛吹市の魅力発信に新たなツールが加わり
ましたので、ぜひフォローいただきご覧ください。

Facebook(フェイスブック)
アカウント名 @fuefukicity

Twitter(ツイッター )
アカウント名 @fuefuki_city

Instagram(インスタグラム)
アカウント名 @fuefukicity

あなたの好きな
笛吹市をシェア!

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼

■問合せ先　企画課　広聴広報担当　☎ 055(262)4111

❶グローバルメニュー
　必要なカテゴリを網羅した情報分類メニュー。カーソルを
合わせると下層メニューが表示されるドロップダウンメニュー
を表示します。

❷対象者別メニュー
　「あんしん子育て」「シニア応援」「事業者向け」「おすす
め観光情報」の4分類に関連する情報をそれぞれまとめたペ
ージの入り口です。

❸検索エリア
　キーワード検索、ページID検索、手続き早わかりナビなど、
市民の皆さんが必要な情報を探せる検索エリアです。

❹更新エリア
　笛吹市からのお知らせやイベント情報など、随時
更新される最新情報を掲載します。

❺特出し情報エリア
　そのとき告知したいイベントから恒常的に掲載し
たい情報まで、トップに出しておきたい情報を写真
付きで掲載するエリアです。

❻投稿コンテンツ
　「Instagram」を活用した写真投稿コンテンツへ
の入り口です。

❼笛吹市紹介エリア
　市長の部屋や市議会ページ、広報紙、SNS一覧、
動画などの情報発信メディアをまとめたエリアです。
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市役所の夜間窓口
・所有者の印鑑
・販売証明書、廃車申告受付書（廃車済書）、譲渡証明
書のいずれか１つ

・納付書
※納付書がない場合は、再発行します。
※年度に関係なく納付できます。
※市税などの納付に関する相談はできません。

・印鑑
・本人であることが確認できるもの（運転免許証等官公
署が発行した写真付きの身分証明書など）
※代理人による申請の場合は、委任状、被保険者の印
鑑が必要です。

・年金手帳 ・印鑑
・退職証明書、離職票、社会保険喪失証明書のいずれか1つ
・本人であることが確認できるもの
　（運転免許証等官公署が発行した写真付きの身分証明書など）
※代理人による申請の場合は、委任状、被保険者の印
鑑が必要です。

※持ち物は、事前にお問い合わせください。

・退職証明書、離職票、社会保険喪
失証明書のいずれか1つ
・窓口に来られる方の印鑑

・国保の保険証
　(職場の健康保険に入った人全員分)
・職場の保険証
　（職場の健康保険に入った人全員分)
・窓口に来られる方の印鑑
・窓口に来られる方の印鑑
・本人であることが確認できるもの
・窓口に来られる方と世帯主の印鑑
・本人であることが確認できるもの

・
世
帯
主
お
よ
び
国
保
加
入
者
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
手
続

き
す
る
方
の
身
分
証
明
書
）

※

同
一
世
帯
以
外
の
代
理
人
が
手
続
き
を
行

う
場
合
は
委
任
状
と
代
理
人
の
身
分
証
明

書
も
必
要
で
す
。

・所有者の印鑑、ナンバー（笛吹市登録に限る）

・本人であることが確認できるもの（運転免許証等官公
署が発行した写真付きの身分証明書など）
※同一世帯の親族以外の人が申請する場合は、委任状
が必要です。
※車検用の納税証明書発行の場合は、車検証が必要です。
※法人市民税の場合は、社印が必要です。

窓口

税
務
課

収
税
課

所得課税証明書の交付

持参するもの

原動機付自転車および小型特殊自
動車のナンバー交付手続き

原動機付自転車、小型特殊自動車
の廃車手続き
所得証明書の交付

非課税証明書の交付
納税証明書の交付 （市県民税、法人
市民税、固定資産税、軽自動車税）

市税の納付
（市県民税、固定資産税、軽自動車
税、国保税など）

取り扱い業務

サービスを開始します

国
民
健
康
保
険
課

国保資格取得届の仮受付
（職場の健康保険を脱退
したとき） ※保険証は後日
郵送します。

国保資格喪失届の仮受付
（職場の健康保険に入っ
たとき）

免除・猶予・学生納付
特例申請受付
年金資格取得の仮受付 
※資格取得については、
日本年金機構および甲
府年金事務所への照
会ができませんので、
仮受付になります。
各種公共料金の納付
（水道・下水道料、下水道受益者負担金、市営住
宅使用料、保育料、学童保育料、介護保険料、高
齢者医療保険料、社会教育・社会体育施設使用料）

保険証の再交付

各種申請書の受付

国民健康
保険

国民年金

後期高齢者
医療保険

案内窓口

保険料徴収・収納

納付書再発行

各種申請書の受付

・納付書
※納付書がない場合は、納付
できません（納付書の再発
行はできません）。

※ 取り扱いできるのは、一部の業務に限られます。お出かけ前に取り扱い業務をご確認ください。
※ 手続きの内容により、持ち物などが上記と異なる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※ ご不明な点がありましたら、それぞれの担当課までお問い合わせください。■問合せ先　笛吹市役所 各課　☎ 055(262)4111

・本人であることが確認できるもの
　（運転免許証等官公署が発行した写真付き
の身分証明書など）
※代理人による申請の場合は、委任状、来庁
者の印鑑が必要です。

・印鑑登録証
※代理人が手続きを行う場合は、代理人の認
印が必要です。

・本人であることが確認できるもの
　（運転免許証等官公署が発行した写真付き
の身分証明書など）

・窓口に来られる方の印鑑

現在の「休日窓口サービス」は、3月31日で終了します
　「昼間は仕事の都合で手続きに行くことができない」といった市民の皆さんの利便性向上を図るた
め、4月３日から毎週水曜日に「夜間窓口サービス」を行います。
　なお、住民票等のコンビニ交付、市税等のコンビニ納付、マイナンバー制度の導入など、各種行
政サービスが向上したことにより、市役所業務の一層の合理化、効率化を図るため、これまで毎週
日曜日に実施してきた「休日窓口サービス」は、平成31年3月31日で終了します。ご理解とご協力
をお願いします。
日曜日に実施してきた「休日窓口サービス」は、平成31年3月31日で終了します。ご理解とご協力
をお願いします。

〈夜間窓口サービスの概要〉
■ 開　設　日　 毎週水曜日　 （祝日、8月21日、12月29日～1月3日を除く）
■ 開設時間　 午後5時15分～7時
■ 開設場所　 市役所市民窓口館 各課窓口

■ 取り扱い業務の内容
窓口

戸
籍
住
民
課

住民票の写しの交付
（現在の住民票に限る。住基ネット広域交付除く）

印鑑登録証明書の交付
（印鑑登録はできません）

戸籍の謄抄本および附票の写しの交付
（現在の戸籍で本人および同一戸籍内に載って
いる人に限る）
独身証明書の交付（本人のみ）

持参するもの取り扱い業務

から
４月３日
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所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
申
告
書
作
成

会
場
を
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
期
間

　2
月
18
日（
月
）〜
3
月
15
日（
金
）

○
受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

　（
提
出
は
午
後
5
時
ま
で
）

○
相
談
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
山
梨
税
務
署
庁
舎
に
は
、
申
告
書
作

成
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
に
は
、

受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
午
後
4
時

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
会
場
で
は
、
相
続
税
の
相
談
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
。

▼
会
場
　夢
わ
ー
く
山
梨
3
階
大
集
会
室

　（
山
梨
市
上
神
内
川
1
3
4
8
）

申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
申
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
給
与
所

得
者
ま
た
は
年
金
所
得
者
の
方

向
け
の
申
告
書
作
成
画
面
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
で
も
操
作
が
し
や
す
い
画
面

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
作
成
し
た
申
告
書
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
I
C
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
準
備
す
れ

ば
「
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）」

を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
I
D
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
て
「
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
」
で
送
信
で
き
ま
す
。

発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
ご
持

参
の
上
、
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
2
月
18
日（
月
）〜
3
月
15
日（
金
）ま

で
の
間
は
、
申
告
書
作
成
会
場
の
「
夢

わ
ー
く
山
梨
」
で
発
行
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
1
部
門

　
☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

　（
内
線
3
1
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
2
」
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
と
納
付
方
法
に
つ
い
て

　
納
期
限
は
、
所
得
税
が
3
月
15
日（
金
）、

消
費
税
が
4
月
1
日（
月
）で
す
。

　
納
付
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
振
替
納
税

　
納
税
者
ご
自
身
名
義
の
預
貯
金
口

座
か
ら
の
口
座
引
き
落
と
し
に
よ
り
、

国
税
を
納
付
す
る
手
続
き
で
す
。 

○
新
た
に
振
替
納
税
を
申
し
込
み
の
場

合
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼

納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
前
記
の
納

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
振
替
納
付
日
は
、
所
得
税
が
4
月
22
日

（
月
）、
消
費
税
が
4
月
24
日（
水
）で
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や

Ａ
T
M
な
ど
に
よ
り
国
税
を
電
子
納

付
す
る
手
続
き
で
す
。
ご
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
事
前
に
税
務
署
へ
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
開
始
手
続
き
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
の
機
能
を
利
用

し
て
、
納
付
受
託
者
へ
、
国
税
の
納

付
の
立
替
払
い
を
委
託
す
る
こ
と
に

よ
り
国
税
を
納
付
す
る
手
続
き
で
す
。

▼
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
納
付
　
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
作
成
し
た
Q
R
コ

ー
ド
を
使
用
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
へ
納
付
を
委
託
す
る
こ
と
に

よ
り
国
税
を
納
付
す
る
手
続
き
で
す
。

　
ご
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
は
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ロ

ー
ソ
ン
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
（
い
ず
れ
も

「
L
o
p
p
i
」
端
末
設
置
店
舗
の

み
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
（「
Ｆ
ａ

ｍ
ｉ
ポ
ー
ト
」
端
末
設
置
店
舗
の
み
）

▼
金
融
機
関
な
ど
で
の
窓
口
納
付

　
現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
、
納
期

限
ま
で
に
金
融
機
関
（
歳
入
代
理
店
）

ま
た
は
所
轄
税
務
署
で
納
付
す
る
手

続
き
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
管
理
運
営
部
門

　
☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

　（
内
線
2
5
・
2
6
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て「
2
」
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

夢わーく山梨（勤労者福祉センター）

会場用
駐車場

（旧山梨市
役所跡地）

山梨
市役所申告書

作成会場

〒

コンビニ

銀 行
コンビニ

万力大橋

笛
吹
川

山梨市駅至甲府

加納岩
病院

市役所南

■問合せ先　防災危機管理課　消防防災担当　☎ 055（262）4111　　　

モモッピー（以下、桃）
「2月3日は節分だッピ！暦の上では春だッピ」
防災のお兄さん（以下、兄）
「モモッピーなかなか難しいことを知っているね」
桃「でも、実際はまだまだ寒いッピ」
兄「平成26年に起きた雪害は2月14日からだった
し、まだまだ雪にも注意が必要だね。先月号の広
報にもあるけれど、雪下ろしや外出時にも気を付
けてね」
桃「早く暖かい春になってほしいッピ☆」
兄「春一番と呼ばれる強風にも注意が必要だよ。例
年の春一番が吹く時期は、2月が多いんだよ。飛
ばされやすいものなどがあれば、家の中に入れた
りして、飛散物による被害が出ないように注意し
てね」
桃「春を迎えるための準備をしっかり整えるッピ♪」

モモッピーと

一緒に防災
大雪と強風に注意しよう

平成26年2月の大雪

【投票所入場券】
　有権者に対して、選挙が行われることをお知らせしたり、投票の受け付けをスムーズに行うために
郵送されるものです。投票所入場券には、選挙人の氏名のほか、投票日時や投票所の場所などが記
載されており、投票所に持参いただいています。
　また、期日前投票の宣誓書欄が設けられている場合もあり、選挙当日に投票に行けず、期日前投
票を行う場合は、宣誓書の記入が必要になります。

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会事務局　☎ 055（262）4111笛吹市選挙管理委員会
笛吹市明るい選挙推進協議会

NO.30「選挙」
豆知識

～家族で「選挙」のことについて話してみよう～～家族で「選挙」のことについて話してみよう～
4月に山梨県議会議員選挙が予定されているね。
今回は「投票所入場券」についてお伝えします。
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
所
得
が
な
い
場
合
で
も
所
得
申
告
を

行
う
と
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
た
り
、

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
低
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

所
得
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
の
軽
減
判
定
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
国
保
税
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

未
申
告
の
場
合
は
軽
減
対
象
所
得
が
不

明
と
な
る
た
め
、
軽
減
判
定
が
さ
れ
な

い
ま
ま
国
保
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
や
限
度
額
適
用
認
定
証

の
自
己
負
担
額
が
正
し
く
判
定
で
き

ま
せ
ん

　
皆
さ
ん
が
病
院
に
受
診
し
た
と
き
に

支
払
う
1
カ
月
の
窓
口
負
担
分
が
、
一

定
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た

場
合
、
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し

て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
自
己
負
担
限
度

額
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定
す

る
た
め
、
所
得
申
告
が
な
い
場
合
は
最

高
額
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と

な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
判
定

区
分
も
最
高
額
と
な
り
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
の
負
担
区
分
の

判
定
が
正
し
く
で
き
ま
せ
ん

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
か
ら
74
歳

の
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
で

は
、
こ
の
受
給
者
証
に
よ
っ
て
自
己
負

担
割
合
を
2
割
で
あ
る
の
か
3
割
で
あ

る
の
か
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
所
得
申

告
が
な
い
と
、
こ
の
高
齢
受
給
者
証
の

負
担
割
合
が
正
し
く
判
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
自
己
負
担
限

度
額
の
判
定
が
正
し
く
で
き
ま
せ
ん

　
長
期
に
わ
た
っ
て
高
額
な
医
療
費
が

必
要
と
な
る
、
先
天
性
血
液
凝
固
因
子

障
害
の
一
部（
血
友
病
）、
人
工
透
析
が

必
要
な
慢
性
腎
不
全
、
血
液
凝
固
因
子

製
剤
の
投
与
に
起
因
し
て
い
る
H
I
V

感
染
症
に
対
し
、
事
前
に
「
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
交
付
申
請
書
」
を
申
請
す

る
こ
と
で
医
療
機
関
で
の
窓
口
の
支
払

い
の
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。
所
得
申
告
が
な
い
と
、
こ

の
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
自
己
負
担

限
度
額
に
つ
い
て
も
正
し
く
判
定
さ
れ
ま

せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団
演
奏
会

　
毎
年
大
好
評
の
ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏

楽
団
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。
今
回
は
、

平
成
の
30
年
間
を
皆
さ
ん
と
振
り
返
り

な
が
ら
、
日
本
の
名
曲
や
映
画
音
楽
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
吹

奏
楽
に
の
せ
て
お
送
り
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
17
日（
日
）

○
開
場
　
午
後
1
時

○
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
指
揮
　
近
藤
　
久
敦
氏（
音
楽
監
督
）

▼
語
り
　
小
野
田
　
尚
代
氏

▼
曲
目
　音
楽
物
語
　
組
曲《
カ
ル
メ
ン
》

音
楽
で
振
り
返
る
平
成
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
〜
Ｈｅｙ
！ 
Ｓａｙ
！ 

リ
ク
エ
ス
ト
！
〜

▼
入
場
料
　
無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
入
場
整
理
券
を
配
布
中
）

マ
リ
ン
バ
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

　
マ
リ
ン
バ
の
優
し
い
音
色
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
ご

年
配
の
方
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
（
鉄
琴
）
や
打

楽
器
も
登
場
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
3
日（
日
）

○
開
場
　
午
後
1
時
30
分

○
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
、
春
よ

来
い
、
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
入
場
整
理
券
を
配
布
中
）

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

催
　し

Inform
ation of living

ふ
え
ふ
き
文
化・ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
の
催
し

市川志寿子さん（写真左）と
YUKARIさん

所
得
が
な
く
て
も
、

所
得
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

申
告
を
し
な
い
と

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
が
…

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

男女共同参画宣言都市　笛吹市
■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎ 055（262）4111

　市内で活躍する女性を紹介するシリーズの6回目は、石和
東小の桐原ひかる校長先生です。昨年12月12日にお話を伺
ってきました。
　インタビュー項目：①教職を志したきっかけ　②管理職
を目指した理由　③校長とはどんな仕事　④後輩の女性た
ちに一言　⑤男女共同参画に必要なこと　⑥笛吹の子ども
たちへメッセージ

①勉強が好きで教員を夢見ていたが叶わず農業を継いだ父
が、将来は教員にとすすめてくれたこと。自分も読書好
きで、「赤毛のアン」「二十四の瞳」などの主人公に憧れ、
教職を目指した。

②そういう気持ちはなかったが、自分が出会ってきた管理
職が素晴らしい方ばかりだった。管理職試験を前に思い
あぐねていたものの、当時の校長から強く勧められたこ
とと、海外研修でニュージーランドの教育現場を目の当
たりにしたことで決意した。男女共同参画の先進国であり、女性校長も多く、性別に関係なく自分の仕
事に誇りを持って取り組んでいた。

③全校の子どもの「お母さん」であり、学校を大好きになってくれるように支えるのが私の役割。この地
域で役立つ人を育てることが、公立校の使命だと思う。

④女性で管理職を志す人が増えない現状には、家庭の中での男女共同参画がまだまだできていないことが
あると思う。管理職としての喜びはまた格段のものがある。家庭内の男女共同参画を進めて、より輝い
てほしいと願う。

⑤学生時代、理系の専攻だったので周囲は男子ばかり。あまり「女性だから」という意識はなかった。子
育てから介護と、仕事で重責を負う年代には苦労もあると思うが、意識や行動を変えていくことが大事
なのでは。

⑥山梨は本当にいいところ。ここで生まれ育って、仕事をしてほしい。故郷を愛し、貢献する人になって
ほしい。

笛吹市男女共同参画推進委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

　市内で活躍する女性を紹介するシリーズの
東小の桐原ひかる校長先生です。昨年12月
ってきました。

笛吹市男女共同参画推進委員会

女性活躍⑥　校長先生

⑥山梨は本当にいいところ。ここで生まれ育って、仕事をしてほしい。故郷を愛し、貢献する人になって
ほしい。

～さんかく川柳～   第２回

桐原ひかる 石和東小校長

昨年募集した男女共同参画川柳の入選作品からご紹介していきます！

先づ一歩　社会参画　我が家から
佐野はな江さん

性別は　見えないけれど　高い壁
保坂信道さん

まず
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今
年
も
恒
例
に
な
っ
た
冬
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
甘
酒
や
お
し
る
こ

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
1
日（
金
）〜
24
日（
日
）

の
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
後
8
時
30
分
〜
8
時
45
分（
15
分
間
）

※
当
日
の
天
候
状
況
な
ど
で
直
前
中
止

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
市
役
所
前
河
川
敷

■
問
合
せ
先

　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）3
6
2
6

金
川
の
森
に
鬼
が
き
た
！

▼
日
時
　
2
月
2
日（
土
）

○
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
　

○
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
（
2
回
開
催
）

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
定
員
　
各
回
30
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
必
要

冬
の
生
き
も
の
観
察
①

〜
冬
の
野
鳥
観
察
〜

▼
日
時
　
2
月
16
日（
土
）　

　
午
前
8
時
〜
10
時

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師

　
金
川
の
森
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

▼
定
員
　
20
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
必
要

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時
　
2
月
17
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午
 

▼
集
合
場
所

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

▼
定
員
　
1
4
4
人

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
申
し
込
み
　
必
要

わ
ら
細
工
教
室

▼
日
時
　
2
月
23
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師
　
福
嶋
　
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ

ガ
ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
予
定
）

▼
申
し
込
み
　
必
要

冬
の
生
き
も
の
観
察
②

〜
冬
越
し
す
る
虫
た
ち
を
さ
が
せ
〜

▼
日
時
　
2
月
23
日（
土
）　

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師

　
金
川
の
森
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
必
要

▼
申
し
込
み
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

に
、
電
話
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
、

ま
た
は
窓
口
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

E
メ
ー
ル

info@
kanegaw

a-park.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://kanegaw
a-park.com

▼
日
時
　
2
月
23
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
最
終
入
館
午
後
4
時
30
分
）

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
時
間
は
内
容

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
（
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６

３
|
1
）

▼
入
館
料
　南
館
の
み
無
料

■
問
合
せ
先

　
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
5（
7
2
）0
2
5
9

　
市
内
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
作
ら
れ

た
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
　
2
月
20
日（
水
）〜
4
月
8
日

（
月
）　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
、
祝
日
の
翌

日
▼
料
金
　
20
歳
以
上
　
2
0
0
円

　
　
　
　
20
歳
未
満
　
1
0
0
円

　
　
　
　
6
歳
未
満
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
八
田
家
書
院

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）6
1
1
1

　
一
宮
北
小
6

年
生
が
、
青
楓

美
術
館
で
発
見

し
、
出
会
い
、

感
じ
た
こ
と
を
、

自
分
の
言
葉
で

文
章
に
表
現
し

た
感
性
あ
ふ
れ

る
鑑
賞
文
を
展

示
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間

　
2
月
2
日（
土
）〜
28
日（
木
）

▼
場
所
　
青
楓
美
術
館

○
開
館
時
間
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

　
月
曜
日
、
2
月
12
日（
火
）

※
65
歳
以
上
は
無
料
。
市
内
の
小
中
学

生
は
フ
ッ
キ
ー
パ
ス
を
使
え
ば
無
料

で
入
館
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　

・
青
楓
美
術
館

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
1
2
2

・
文
化
財
課
　
文
化
財
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

▼
日
時
　
2
月
3
日（
日
）

○
開
場

　
午
後
1
時

○
開
演

　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の

み
や
桃
の
里
ふ

れ
あ
い
文
化
館

▼
入
場
料
　無
料

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
高
校
す
い
れ
き
太
鼓
部
（
望
月
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）2
1
3
5

　
今
回
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
農
作
物

を
使
っ
た
パ
ン
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、

カ
フ
ェ
で
は
温
か
い
飲
み
物
を
用
意
し
、

季
節
の
焼
き
菓
子
で
お
も
て
な
し
し
ま

す
。
今
年
度
最
後
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
8
日（
金
）

　
午
後
1
時
15
分
〜
2
時
15
分

▼
参
加
費
　
無
料

▼
場
所
　
桃
花
台
学
園

■
問
合
せ
先

　
県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
7
6
0

▼
対
象
　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
70
歳

未
満
で
、
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
好

き
な
方

※
高
校
生
は
参
加
に
際
し
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

▼
募
集
人
数

①
会
場
警
備
係
　
1
0
0
人

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・
会
場
案
内
係

　
各
日
15
人

▼
日
時

①
4
月
6
日（
土
）午
後
2
時
〜
7
時
30
分

②
4
月
5
日（
金
）午
後
3
時
〜
6
時

　
4
月
6
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
甲
府
駅
周
辺
祭
り
会
場

▼
申
し
込
み
　
3
月
1
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

※
参
加
申
込
書
は
市
役
所
観
光
商
工
課

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
4
0
0
|
8
5
0
1

　
甲
府
市
丸
の
内
1
|
6
|
1

　
山
梨
県
庁
別
館
2
階
　
信
玄
公
祭
り

実
行
委
員
会
（
や
ま
な
し
観
光
推
進

機
構
内
）
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

　
☎
0
5
5（
2
3
1
）2
7
2
2

　
℻
0
5
5（
2
2
1
）3
0
4
0

  

E
メ
ー
ル

　y-tanaka@
yam

akan-sk.jp

　「
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
山
梨
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
　
飯

窪
さ
か
え
会
長
に
講
演
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
笛
吹
市
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
か
ら
も
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
9
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー 

集
会
室

▼
申
し
込
み
　
不
要

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
3
4
）5
1
0
0

石
和
温
泉
冬
花
火

|
笛
吹
川
の
舞
|

〜
澄
ん
だ
空 

あ
な
た
と

　み
た
い 
冬
花
火
〜

富
士
山
の
日
フ
ェ
ア

〜
富
士
山
の
日

　記
念
イ
ベ
ン
ト
〜

八
田
家
書
院
で
ひ
な
祭
り

金
川
の
森

2
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

市
民
活
動
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
合
同
研
修
会 
参
加
者
募
集

第
48
回
信
玄
公
祭
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

ぶ
ど
う
畑
の
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
一
宮
北
小
学
校
6

年
生
に
よ
る
「
わ
た
し
だ

け
の
鑑
賞
文
展
」

桃
花
ダ
イ
ス
キ
マ
ー
ケ
ッ
ト

笛
吹
高
校
す
い
れ
き

太
鼓
部
定
期
演
奏
会

講座・教室

募
　集

能力開発セミナー
※詳しくは、お問い合わせください。

内容・備考

■申込・問合せ先　県立産業技術
短期大学校　塩山キャンパス

　（甲州市塩山上於曽1308）
　☎0553（32）5202

▼国内旅行業務取扱管理者試験
　（①旅行業法・旅行業約款他／②国
内旅行実務）（3月開講）
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談



？

　市
で
は
、
国
や
県
が
新
た
に
公
表
し

た
、
洪
水
な
ど
に
よ
る
最
大
規
模
の
浸

水
想
定
を
も
と
に
、
新
し
く
笛
吹
市
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。　次

の
日
程
で
内
容
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
　2
月
27
日（
水
）午
後
7
時
〜

▼
場
所
　い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

　多
目
的
ホ
ー
ル

▼
申
し
込
み
　不
要

■
問
合
せ
先

　防
災
危
機
管
理
課

　消
防
防
災
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　3
月
3
日（
日
）

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

　調
理
実
習
室

▼
定
員
　20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　2
0
0
0
円
（
講
師
代
、

材
料
費
）

※
前
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
受
講
料
を
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
持
ち
物
　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
申
込
・
問
合
せ
先
　い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　☎
0
5
5
3（
4
7
）6
0
6
6

　放
送
大
学
で
は
、
平
成
31
年
度
第
1

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差

し
上
げ
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間
　3
月
17
日（
日
）ま
で

■
問
合
せ
先

　放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5（
2
5
1
）2
2
3
8

　市
で
は
、「
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
」
の
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
す
で
に
予
診
票
な
ど
の

通
知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種

を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
、

65
・
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

1
0
0
歳
に
な
る
市
民

▼
有
効
期
限
　3
月
31
日（
日
）ま
で

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　成
人
保
健
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　1
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基

準
額
を
超
え
た
金
額
が
高
額
介
護
合
算

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　今
回
、
該
当
に
な
っ
た
世
帯
に
、
高

額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請
勧
奨
通

知
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
　世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
の
方
全
員
に
つ
い

て
、「
平
成
29
年
8
月
〜
平
成
30
年

7
月
」
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
基
準

額
を
超
え
た
世
帯

▼
送
付
時
期
　3
月
中
旬
頃

※
通
知
に
は
仮
計
算
の
結
果
、
支
給
で

き
る
見
込
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
そ
の
他
注
意
事
項

○
支
給
を
受
け
る
に
は
、
必
ず
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
被
保
険
者
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
法
定
相
続
人
の
方
の
申
請
と

な
り
ま
す
が
、
別
途
誓
約
書
の
記
入

お
よ
び
戸
籍
な
ど
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ
先
　国
民
健
康
保
険
課

　高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
人
材
の

育
成
を
目
的
に
、
高
齢
者
の
心
身
の
特

性
に
沿
っ
た
対
応
方
法
な
ど
、
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
習
得
し
ま
す
。
研
修
を
修
了
し

た
方
に
は
、
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

希
望
者
に
は
、
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
市
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
へ

研
修
修
了
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象

　2
日
間
研
修
を
受
講
で
き
る
方

▼
日
時
　3
月
4
日（
月
）・
5
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
（
内
1

時
間
昼
休
憩
）

▼
場
所
　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　資
料

展
示
室

▼
定
員
　20
人 

▼
参
加
費
　無
料

▼
持
ち
物
　昼
食
の
準
備
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
な
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
　2
月
22
日（
金
）ま
で
に

電
話
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

　長
寿
介
護
課

　介
護
支
援
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　市
で
は
、
平
成
31
年
度
に
実
施
す
る

集
団
健
診
・
個
別
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
各
種
検
診
の
希
望
を
お
尋
ね
す
る

「
各
種
検
診
希
望
調
査
」
を
配
布
し
ま

し
た
。

　こ
の
調
査
は
、
対
象
年
齢
の
世
帯
全

員
の
希
望
を
お
聞
き
す
る
も
の
で
す
。

ご
家
族
全
員
の
希
望
を
ご
確
認
の
上
、

期
限
内
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　2
月
28
日（
木
）ま
で

■
問
合
せ
先

・
健
康
づ
く
り
課

　成
人
保
健
担
当

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

・
国
民
健
康
保
険
課

　国
保
保
健
指
導
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　笛
吹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

元
気
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
元
気
に

活
躍
し
て
い
る
高
齢
者
の
作
品
や
発
表

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
者
作
品
展

○
2
月
13
日（
水
）

　午
前
11
時
〜
午
後
4
時

○
2
月
14
日（
木
）

　午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
2
月
15
日（
金
）午
前
9
時
〜
11
時

▼
シ
ニ
ア
健
康
づ
く
り
の
集
い

2
月
14
日（
木
）

午
前
9
時
40
分
〜
10
時

▼
芸
能
発
表
会
　2
月
14
日（
木
）

　午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
予
定
）

▼
場
所
　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

笛
吹
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

▼
対
象
　60
歳
以
上

▼
活
動
内
容

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

〇
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
教
養
向
上
を

主
と
し
た
活
動

〇
社
会
奉
仕
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
の
い
き
が
い
づ
く
り
な
ど

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

ま
た
は
、
各
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
（
社
協
各
町
地
域
事
務
所
）

▼
日
時
　2
月
24
日（
日
）

　午
後
1
時
〜
4
時

○
第
1
部 

記
念
式
典

　
　笛
吹
市
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
や
今
後
の
福
祉
活
動
が

期
待
さ
れ
る
方
々
へ
の
顕
彰
を
行
い

ま
す
。

○
第
2
部 

基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　市
内
で
行
わ

れ
て
い
る
住
民

の
自
主
的
な
支

え
合
い
活
動
に

つ
い
て
、
活
動

者
が
な
ぜ
活
動

を
始
め
た
の

か
、
ど
う
や
っ
て
始
め
た
の
か
な
ど
、

「
始
め
る
こ
と
」
に
焦
点
を
当
て
、

報
告
会
を
行
う
こ
と
で
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
が
支
え
合
い
活
動
を
始
め

る
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
機
会

と
し
ま
す
。

▼
場
所
　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　永
田

　祐 

氏
（
同
志
社
大
学

社
会
学
部
教
授
）

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
F
A
X
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　総
務
課

　☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

　お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少

し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
　0
歳
児
〜
大
学
生

▼
日
時
　3
月
10
日（
日
）・
11
日（
月
）

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

▼
場
所
　県
立
ろ
う
学
校

　（山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

▼
相
談
内
容
　
　
　

○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す

る
悩
み
の
相
談

○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

に
つ
い
て
（
育
児
相
談
）

○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
生
活
や
学
習
に

つ
い
て
（
教
育
相
談
）

○
聴
力
測
定

○
補
聴
器
に
関
す
る
相
談

▼
申
し
込
み
　3
月
5
日（
火
）午
後
3

時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

　ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　☎
0
5
5
3（
2
2
）1
3
7
8

　℻
0
5
5
3（
2
2
）6
4
1
9

訪
問
型（
生
活
援
助
）サ
ー

ビ
ス
従
事
者
養
成
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

新
し
い
笛
吹
市
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

高
額
介
護
合
算
療
養
費
支

給
申
請
勧
奨
通
知
に
つ
い
て

韓
国
料
理
教
室

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か

第
11
回
笛
吹
市
社
会
福
祉

大
会「
あ
な
た
に
も
私
に
も

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

春
の「
き
こ
え
」と

「
こ
と
ば
」の
相
談
会

第
13
回
元
気
ま
つ
り

各
種
検
診
希
望
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

健
康・福
祉
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（Android版） （iOS版）

子育て支援センター情報
　子育て支援センター情報は、市のスマートフォン
アプリ「ふえふき子育て広場」からも確認できます。

ダウンロードはこちらから→

http://kidsyatsushiro.yukigesho.com/

http://blogs.yahoo.co.jp/kidsisawa5
※イベント情報
は、QRコード
からチェック
してください。

※イベント情報は、QRコ
ードからチェックして
ください。

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/kodomoen/isawa/

※イベント情報
は、QRコード
からチェックし
てください。

http://www.apps.or.jp/

http://www.yuyuyu.org/ http://www.yuyuyu.org/

http://www.wakabahoikuen.net/

2月生まれのお誕生日会

▼日時　2月5日（火）午前11時～11時30分

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

ファミリーの日
「野菜ピザを親子で作っちゃおう」
　簡単発酵なし、野菜ピザを親子で作ります。

▼対象　未就学児とその家族

▼日時　2月17日（日）午前10時～正午

▼場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館調理室

▼講師　早川亜希子氏（パン倶楽部ぷう主宰）

▼定員　12組

▼参加費　1枚500円（家族の人数で調整）

▼持ち物　エプロン、三角巾、お手ふきタオル

▼申し込み　必要

助産師さんとおしゃべりタイム

▼日時　2月20日（水）午前10時～正午

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

わくわく☆らんど～アピタ石和店出張開設～

▼対象　未就学児とその保護者

▼日時　2月5日・12日・19日・26日（毎週火曜日）
午後2時30分～3時30分

▼場所　アピタ石和店

▼内容　読み聞かせ、ふれあい遊び、制作など

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

ベビーマッサージ

▼日時　2月5日（火）午前10時30分～11時30分

▼持ち物　大判のタオル　 ▼申し込み　必要

2・3月生まれの誕生日会

▼日時　2月12日（火）午前10時30分～11時30分

▼申し込み　必要

アロマでハンドクリーム作り

▼日時　2月26日（火）午前10時30分～11時30分

▼持ち物　大判バスタオル  ▼申し込み　必要

おでかけひろば

▼日時　2月5日・19日（各火曜日）
　午前10時30分～ 11時30分

▼場所　イオン石和店2階セリア側エスカレーター横

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

甲州手前みそづくり体験

▼日時　2月6日（水）午前10時30分～正午

▼講師　五味洋子氏（五味醤油店）

▼参加費　無料　 ▼持ち物　エプロン

▼申し込み　必要
※汚れてもよい服装でお越しください。

心も身体もリフレッシュ「体操教室」

▼日時　2月15日（金）午前10時30分～11時30分

▼場所　春日居あぐり情報ステーション

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要
※動きやすい服装でお越しください。

手作りパン教室

▼日時　2月25日（月）午前10時30分～正午

▼講師　内木正秋氏（ぽこ・あ・ぽこ）

▼定員　8組　 ▼持ち物　エプロン

▼材料費　200円　 ▼申し込み　必要

赤ちゃんの日

▼対象　生後2カ月～10カ月のお子さんとその
保護者

▼日時　2月8日（金） ○午前10時30分～正午
○午後2時30分～ 4時

▼定員　6組　 ▼申し込み　必要

ほっとなアート

▼対象　未就学児保護者（託児付き）

▼日時　2月19日（火）午前9時50分～正午

▼講師　天沼操氏（臨床美術士）

▼定員　6組　 ▼申し込み　必要

おたんじょう会 ～2月・3月生まれ～

▼対象　未就学児とその保護者

▼日時　2月25日（月）午前10時30分～11時15分

▼持ち物　該当誕生月のお子さんは写真（Lサイズ横版）

▼申し込み　不要

わんだーランド ～ひなまつり～

▼対象　未就学児とその保護者

▼日時　2月28日（木）午前10時30分～正午

▼場所　スコレーセンター

▼定員　20組　 ▼申し込み　必要

キャンディロールサンドをつくろう

▼対象　市内在住の未就園児親子および妊婦

▼日時　2月6日（水）午前10時30分～11時30分

▼定員　30組（初めての方優先）

▼持ち物　お手ふきタオル、飲み物

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要

2月3月限定　運動あそび広場

▼対象　未就園児親子

▼日時　2月7日・14日・28日、3月7日・14日（各
木曜日）午前10時30分～11時30分

▼内容　トンネル・平均台など体あそびを楽しもう

▼持ち物　飲み物（お茶または水）

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

もうすぐ入園

▼対象　市内在住で4月から年少クラスに就園予
定のお子さんと保護者（2回参加可能な方）

▼日時　2月13日（水）、3月6日（水）全2回
　午前10時30分～11時

▼定員　20組 ▼参加費  無料 ▼申し込み  必要

手型・足型をとろう

▼対象　未就園児親子

▼日時　2月22日（金）午前10時～11時30分

▼持ち物　おしりふきまたはウエットティッシュ

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

親子でバレンタイン・アイシングクッキー作り

▼対象　未就学児親子　 ▼日時　2月5日(火)午前10時30分～11時30分　 ▼定員　15組

▼参加費　500円　 ▼持ち物　エプロン、三角巾　 ▼申し込み　必要

アロマでリラクゼーションの日
▼対象　未就学児保護者（託児付き）

▼日時　2月13日（水）午前10時～午後3時　1人20分間（ヘッド、フット、ハンドから1つ選択）
▼参加費　500円　 ▼申し込み　必要

プレママの日 ～赤ちゃんの必需品作り～

▼対象　初産婦・経産婦（託児付き）　 ▼日時　2月21日（木）午前10時30分～正午

▼参加費　500円　 ▼持ち物　裁縫道具　 ▼申し込み　必要

骨盤エクササイズ教室

▼対象　未就学児保護者（託児付き）　 ▼日時　2月22日(金)午前10時30分～11時30分

▼定員　15人　 ▼持ち物　ヨガマットまたはバスタオル　 ▼申し込み　必要

節分の豆入れ作り

▼対象　未就学児親子

▼日時　2月3日（日）午前10時30分～正午

▼定員　6組　 ▼参加費　無料

▼申し込み　必要（ゆるやか託児あり）

♯初マタさんとつながりたい♪
～おしゃべりランチタイム～

▼対象　平成31年4月までに出産予定の初産婦

▼日時　2月8日（金）午前10時30分～午後1時30分

▼内容　赤ちゃんの抱っこ体験と先輩ママのお
話、ランチタイム、市子育て支援情報

▼定員　8人（最少遂行人数3人）

▼参加費　600円　 ▼申し込み　必要

ハーブボール＆アロマオイルトリートメント
▼対象　未就学児親子

▼日時・定員　2月9日（土）
○午前10時30分～正午　30分×3組
○午後1時～2時30分　   30分×3組

▼参加費　500円

▼申し込み　必要（ゆるやか託児あり）

川辺先生のぷち子育て講座＆個別相談
テーマ ～子どもと睡眠～

▼日時　2月19日（火）　○講座　午前11時
○個別相談　午前10時、10時30分　各1組

▼参加費　無料 ▼申し込み　個別相談のみ必要

きっずやつしろ
☎055（265）5252

えいわ
☎055（262）3880

きっずいさわ
☎055（225）5057

きっずみさか
☎055（261）8688

きっずいちのみや
☎0553(47)1345

つどいの広場ゆうゆうゆう
☎055（261）0218

子 育 て

わかばほいくえん
☎055（263）1780
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ご寄附 いただきました
アルプスワイン株式会社
代表取締役　前島　了 様
（一宮町狐新居）【グラウンドコート】

上矢　智幸 様
（一宮町北野呂）【児童用・生徒用図書】

▼
対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
　
2
月
13
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
講
師
　
市
栄
養
士 

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
し
込
み
　
2
月
6
日（
水
）ま
で

■
問
合
せ
先
　
境
川
児
童
館

　
☎
0
5
5（
2
6
6
）8
0
7
7

▼
対
象
　
針
と
糸
が
使
え
る
市
内
小
学
生

▼
日
時
　
2
月
23
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
講
師
　
山
下
　
麻
里
氏

　（
カ
リ
ン
コ
主
宰
）

▼
定
員
　
15
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み

　
2
月
4
日（
月
）午
前
9
時
〜

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
一
宮
児
童
館

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）7
9
5
2

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
異

物
が
、
公
共
下
水
道
施
設
（
ポ
ン
プ
）

の
故
障
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

異
物
は
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
お

む
つ
、
使
い
捨
て
手
袋
、
台
所
か
ら
出

る
調
理
油
な
ど
で
す
。

　
故
障
で
ポ
ン
プ
が
停
止
す
る
と
、
各

家
庭
の
排
水
が
で
き
な
く
な
り
、
修
理

に
多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の

費
用
は
使
用
料
金
か
ら
支
払
う
こ
と
に

な
る
た
め
、
下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
と
な

っ
た
区
域
で
は
、
建
物
の
所
有
者
は
排

水
設
備
（
家
庭
の
台
所
・
風
呂
場
・
ト

イ
レ
な
ど
の
汚
水
を
市
で
設
置
し
た
公

共
マ
ス
ま
で
導
く
施
設
）
を
設
置
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
指
定
し
た
「
笛
吹
市
公
共
下
水

道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
な
け
れ

ば
排
水
設
備
を
公
共
マ
ス
に
接
続
す
る

工
事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

　
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、「
微
生
物
を

活
か
し
た
土
づ
く
り
」
に
意
欲
が
あ
る

方
に
対
し
、
微
生
物
活
性
液
と
生
ゴ
ミ

か
ら
製
造
し
た
堆
肥
を
無
償
で
配
布
し

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
25
年
に
バ
イ
オ
マ
ス

セ
ン
タ
ー
建
設
の
中
止
が
決
定
し
た
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の
無
償
提

供
を
3
月
28
日
で
終
了
し
ま
す
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
最
終
配
布
日
　
3
月
28
日（
木
）

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
3

▼
日
時
　
2
月
6
日（
水
）午
前
9
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
八
代
支
所

▼
持
ち
物
　
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
い

た
書
類
や
年
金
手
帳
な
ど
、
そ
の
他

相
談
に
参
考
に
な
り
そ
う
な
も
の

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　
2
月
17
日（
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
街
の
駅
や
ま
な
し

※
予
約
優
先
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
山
梨
県
司
法
書

士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
5
3
）2
3
7
6

▼
日
時
　
2
月
22
日（
金
）

　
午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所
　
街
の
駅
や
ま
な
し

▼
相
談
内
容
　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後

見
、
農
地
の
売
買
・
貸
借
、
会
社
設

立
な
ど

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま

せ
ん
。

※
完
全
予
約
制
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
8
組
限
定
で
相
談
時
間
は
1
組
40
分

ま
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
県
行
政
書
士
会
峡
東
支
部

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）3
2
6
2

▼
日
時

○
2
月
8
日（
金
）

　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

　（
受
付
　
午
後
8
時
30
分
ま
で
）

○
2
月
17
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

　（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
　
市
役
所
市
民
窓
口
館
3
階

　
3
0
2
・
3
0
3
会
議
室

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
、
L

版
（
9
㎝
×
13
㎝
）
写
真
2
枚
、
独

身
証
明
書
ま
た
は
戸
籍
抄
本
、
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

　
不
動
産
や
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項

証
明
書
な
ど
の
取
得
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
数
料
が
安
く

な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
☎
0
5
5（
2
5
2
）7
1
8
6

マ
ン
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
溜
ま
っ
た
油
と
、
除
去
作
業

の
様
子

下
水
道
に
異
物
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

く
る
み
ボ
タ
ン
で

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

親
子
で
遊
ぼ
う

〜
お
や
つ
作
り
〜

甲
府
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

〜
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
〜

微
生
物
活
性
液
・
堆
肥
配
布

終
了
の
お
知
ら
せ

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る「
相
続・

遺
言・成
年
後
見
」無
料
相
談

行
政
書
士
記
念
日
の

無
料
相
談
会

結
婚
相
談
所

生
活・環
境

相
　談

お
知
ら
せ

親子あそび、おさんぽ遠足、わらべうた、リ
トミック、工作遊び、運動あそび、読み聞か
せ、おしゃべりタイムなど

初めての双子・みつご育児は戸惑うことも多
いです。サークルで話し、相談することで育
児の楽しさが倍増のはず。みつごを子育て中
のスタッフから育児のコツも聞けます。

親子あそび、おさんぽ遠足、わらべうた、リ
トミック、工作遊び、運動あそび、読み聞か
せ、おしゃべりタイムなど

きっずいちのみや支援サークル
　31年度4月からの支援サークルメンバーを募集をします。入会希望の方は、お気軽にお問い合
わせください。1年後には、サークルがママたちだけで独自に運営できるようサポート。その後の
支援も行います。
※曜日別サークルは初めての方が優先です（ふたご・みつごサークルは例外です）。

▼申し込み　2月1日（金）～

毎月
第2木曜

午前
10時30分

～

正午

<毎月のイベントお知らせ>      
　お誕生日会、その月生まれのお友達、お祝いを一緒にしてくれるお友達みんなでお祝いをしまし
ょう（カードプレゼントあり）。

▼日時　毎月5日（土・日曜日、祝日の場合は変更あり）　午前11時～11時30分

サークル名 定員 会費等活動時間活動日対象年齢 活動内容
毎月
第2月曜
毎月
第2火曜

毎月
第2水曜

ベビー
   サークル
アラフォー
    サークル

ふたご・
  みつご
    サークル

ママ友
　サークル

10組

10組

10組

7組

1歳～就園前のお子
さんを持つママ。気
軽に話せるお友達
を増やしたいママ。

平成30年4月2日～
31年4月1日
35歳以上で第1子
を出産した方

0歳～就園前

■申込・問合せ先　きっずいちのみや　☎・℻　0553（47）1345

月200円
×

12カ月
（材料などを
含む）

※初回に
　徴収します。
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一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
却
と
は
、

入
札
参
加
資
格
の
あ
る
購
入
希
望
者
全

て
の
方
を
対
象
に
し
た
入
札
方
法
で
あ

り
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
が
笛

吹
市
の
定
め
る
予
定
価
格
以
上
で
、
か

つ
、
最
高
額
を
も
っ
て
入
札
さ
れ
た
方

に
購
入
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
こ

の
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

公
有
財
産
（
土
地
）

○
一
宮
町
末
木
7
6
2
番
2
（
土
地
）

・
土
地
　
公
簿
面
積
　
94
㎡

　
実
測
面
積
　
94
・
21
㎡

・
地
目
　
雑
種
地

・
都
市
計
画
区
域
内
　
未
指
定
区
域

・
建
ぺ
い
率
　
70
％
　
　

・
容
積
率
　
　
2
0
0
％

・
隣
接
道
路
　
県
道
市
之
蔵
山
梨
線

　
市
道
3
0
6
2
号
線

○
石
和
町
上
平
井
1
0
3
0
番
（
土
地
）

・
土
地
　
公
簿
面
積
（
未
測
量
）

　
２
２
９
８
㎡

・
地
目
　
雑
種
地

・
都
市
計
画
区
域
内
　
未
指
定
区
域

・
建
ぺ
い
率
　
70
％
　
　

・
容
積
率
　
　
2
0
0
％

・
隣
接
道
路
　
市
道
1
2
0
7
号
線

○
御
坂
町
金
川
原
9
6
6
番
（
土
地
・

建
物
）

・
土
地
　
公
簿
面
積
（
未
測
量
）

　
１
５
３
５
・
96
㎡

・
地
目
　
宅
地

・
建
物
　
鉄
筋
コ
ン
ク
ー
ト
構
造
1
階

平
屋
建
て
（
昭
和
50
年
建
築
）
延
床

面
積
　
２
2
0
・
2
㎡

・
都
市
計
画
区
域
内
　
未
指
定
区
域

・
建
ぺ
い
率
　
70
％
　
　

・
容
積
率
　
　
2
0
0
％

・
隣
接
道
路
　
国
道
1
3
7
号
線

消
防
ポ
ン
プ

　
1
8
7
9
年

（
明
治
12
年
）〜

１
９
５
６
年

（
昭
和
31
年
）ま

で
の
間
、
使
わ

れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
消
防
ポ

ン
プ
で
す
。

※
ポ
ン
プ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

共
通
事
項

▼
入
札
参
加
の
申
込
期
間

　
2
月
4
日（
月
）〜
15
日（
金
）

　（
平
日  

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

▼
入
札
日
　
3
月
1
日（
金
）

　
午
前
10
時
　
市
役
所
本
館
3
階
　
　

　
3
0
2
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
管
財
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
金
を

受
け
、
一
宮
町
石
区
の
野
外
放
送
設
備

が
新
た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
宝
く
じ
は
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

冬
山
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る

山
岳
遭
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
御
坂
山
系
の
雪
化
粧
も
色
濃
く
な
る

こ
の
時
期
、
数
多
く
の
方
が
登
山
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
冬
山
は
非
常
に
多
く
の
危

険
を
伴
っ
て
お
り
、
本
県
に
お
け
る
平

成
29
年
冬
山
シ
ー
ズ
ン
中
（
12
月
〜
2

月
）
の
山
岳
遭
難
事
故
は
、
10
件
12
人

（
死
亡
4
人
、
行
方
不
明
1
人
、
負
傷

5
人
、
無
事
2
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
山
登
山
を
楽
し
ま
れ
る
方
、
ま
た

身
近
に
そ
の
よ
う
な
方
が
い
る
場
合
に

は
、
次
の
点
を
注
意
し
て
安
全
な
登
山

を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
装
備
の
携
行
…
ア
イ
ゼ
ン
・
ピ
ッ
ケ

ル
な
ど
の
携
行
、
使
用
方
法
の
習
熟

○
技
術
・
経
験
に
見
合
っ
た
登
山
…
冬

山
登
山
は
装
備
と
経
験
が
必
要
　

○
低
体
温
…
防
寒
具
（
ダ
ウ
ン
・
フ
リ

ー
ス
な
ど
）
の
携
行
、
こ
ま
め
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
補
給

○
道
迷
い
…
積
雪
の
影
響
で
登
山
道
が

不
明
瞭

○
複
数
人
で
の
登
山
…
経
験
豊
富
な
リ

ー
ダ
ー
の
も
と
複
数
人
で
登
山

○
登
山
計
画
書
の
提
出
、
計
画
を
家
族

な
ど
に
伝
え
る
…
何
か
が
起
き
て
し

ま
っ
た
と
き
の
た
め

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
警
察
署
　

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

宝
く
じ
の
助
成
で
地
域
の

野
外
放
送
設
備
を
整
備

笛
吹
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
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入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

八代学校給食センター給食調理業務等委託(債務)

八代町内測量設計業務委託

御坂浄水場関連夏目原配水池解体工事

市営石和広瀬団地既存木造住宅解体工事

舗装本復旧工事（御坂3工区）

市道1372号線舗装本復旧工事

市道１-13号線歩道舗装工事（１工区）

舗装本復旧工事第3工区（石和）

舗装本復旧工事第4工区（御坂）

市営特定公共賃貸住宅駐車場整備工事

市道1542号線舗装工事

市之蔵配水場緊急遮断弁更新工事

御坂保健センタートイレ改修工事

成田川外 除草・浚渫等河川維持業務委託

市道２４８７号線側溝改修工事（御坂）

平成30年度　笛吹市サイン施設設置工事

下水道管渠耐震化工事第8工区（石和）

市道5215号線拡幅工事

消防団クイック・ストレーナー購入

平成30年度災害備蓄食糧購入

公立保育所植栽管理業務委託

みさかの湯　ボイラー改修工事

市営石和長塚団地既存住宅解体工事

笛吹市管内区画線維持修繕業務2

市道1-16号線舗装修繕工事

御坂浄水場関連配水管布設工事（1工区）

川中島配水場配水管更新工事

市道3311号線側溝改修工事

市道2-58号線擁壁改修工事（境川）

石和町四日市場・窪中島地内農業用水路改修工事１工区

市道１-13号線左岸側仮設構造物撤去工事

市道１-13号線道路改良工事（13工区）

H30.11.20

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

H30.12.4

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

¥93,888,000

¥2,465,000

¥14,520,000

¥9,750,000

¥11,570,000

¥1,520,000

¥3,490,000

¥2,860,000

¥2,890,000

¥7,060,000

¥8,730,000

¥9,000,000

¥20,350,000

¥1,759,000

¥1,830,000

¥3,610,000

¥4,230,000

¥8,410,000

¥10,170,000

¥1,275,000

¥3,003,000

¥846,000

¥5,672,000

¥23,360,000

¥2,720,000

¥3,060,000

¥18,450,000

¥9,680,000

¥2,820,000

¥4,280,000

¥8,870,000

¥9,430,000

¥19,270,000

¥75,600,000

¥1,890,000

¥14,000,000

¥9,500,000

¥11,000,000

¥1,330,000

¥3,060,000

¥2,497,000

¥2,520,000

¥6,500,000

¥7,678,000

¥7,858,000

¥19,500,000

¥1,750,000

¥1,608,000

¥3,150,000

¥3,700,000

¥7,355,000

¥9,000,000

¥1,258,000

¥2,149,100

¥840,000

¥5,386,000

¥23,300,000

¥2,390,000

¥2,658,000

¥16,424,000

¥9,540,000

¥2,465,000

¥3,733,000

¥7,863,000

¥9,216,000

¥18,333,000

㈱馬渕商事

公益財団法人山梨総合研究所

㈱カワイ

矢崎興業㈱

矢崎興業㈱

㈱カイシン

㈱日昇建設

中央舗道建設㈲

㈱ＭＵＫＡＩ

㈱飯塚工業

㈱渡辺工業

㈱渡辺工業

甲信商事㈱ 甲府支店

米山工務店

㈱小越建設

㈲荻野土建

㈲若杉工務所

㈱上組

㈱日工建設

東八防災㈱

東八防災㈱

㈱佐野緑化土木

㈲タナカ設備

矢崎興業㈱

㈱ロード

㈱渡辺工業

㈱石原設備

甲信商事㈱ 甲府支店

㈱カイシン

㈱正建工業

㈱小越建設

㈲桃李

㈱正建工業

八代町岡

石和町市部

八代町竹居・奈良原

御坂町夏目原

石和町広瀬

御坂町下黒駒

石和町砂原

石和町砂原

石和町下平井

御坂町金川原

春日居町小松 他２カ所

石和町山崎

一宮町土塚

御坂町栗合

市内

御坂町国衙

石和町川中島、八代町岡

石和町市部

境川町寺尾

市役所本館

市役所本庁・支所及び関連備蓄倉庫

市内（7カ所）

御坂町成田

石和町市部

石和町他

一宮町末木

御坂町井之上

石和町川中島

一宮町田中

境川町藤垈

石和町四日市場

石和町砂原

八代町増利

第2期笛吹市子ども・子育て支援事業計画策定
に係るニーズ調査業務委託



笛吹市の廃棄物はどのように再利用されているの？
金属粗大　→　製品材料として再利用　　　混合粗大　→　分解し金属は製品材料として再利用
小型家電　→　希少金属をとりだして、製品材料として再利用

粗大ごみ

精製して油脂製品の材料として再利用（食用の植物油のみ、動物・鉱物性のものは不可）
環境推進課・各支所で回収しています。消費期限切れも問題ありません。使用済みのものは揚げ
かすなどをとり除き、中身の確認しやすい透明な容器でお持ちください。

食用油

それぞれの家庭でできるリサイクル
生ごみ処理機・コンポスター・ＥＭ処理機などで堆肥化
市では家庭用生ごみ処理機・処理容器の購入者に対し補助金を交付します。補助金額は購入費の
２分の１以内の額（ただし限度額あり）です。詳しくはお問い合わせください。

生ごみ

①プラスチック製品材料　②固形燃料など　③化学薬品材料その他
プラスチック

トイレットペーパーとして再商品化ミックス
ペーパー

雑誌、ダンボール、新聞、紙パック
　　　　　→　再度雑誌、ダンボール、新聞、トイレットペーパーなど
缶　　　　→　鉄・アルミ製品材料      
衣服・布　→　古着としてリユース      
　　　　　→　工業用雑巾、断熱・防音材の材料になる
びん ○洗浄してそのまま再利用（一升びん・ビールびんなどリターナブルびん）
 ○再びびんの材料になる　○他のガラス製品材料（建築資材など）
ペットボトル　○再度ペットボトルに　○繊維化して衣類などの材料　○包装容器材料

資源物

補助制度
あり

vol.159

■問合せ先　環境推進課　☎ 055（261）2044

■問合せ先　生涯学習課（執筆　御坂地区担当）　☎055（261）3339

　11月12日から、後期市民講座「整理収納セミナー」
を全5回開催しました。
　この講座は、年末の片付けに向けて効率的に整理収
納をしたいとの声をいただき企画しました。全5回の講座
で、1回目はキッチンの整理収納法を学びました。講座の
中で、自宅の片付けで一番困っている所について受講者
の皆さんに意見をいただき、講師である松本美枝先生と
2回目以降のテーマを決めました。
　「押入れの中」「リビング」「ごちゃごちゃした書類」「写
真の整理」とたくさんの意見をいただき、学びたいという
意欲も強く感じられる講座になりました。
　回を重ねるたびに、受講者の皆さんから「この間キッ
チンの整理をしたよ」とのお話をいただいたり、学んだこ
とが生かされてるという実感も感じられ、うれしく思いまし
た。
　同じ興味を持った人同士、仲も深まり、意見を交換し
合いながら、とても楽しく学べた講座になったと思います。
　これからも市民の方々の興味や意欲、人とのつながりを
応援できる、参加しやすい講座を企画していきたいです。

　　
12
月
1
日
、「
合
わ
せ
よ
う
顔
と
顔
、

つ
な
げ
よ
う
心
と
心
」
〜
子
ど
も
た
ち
の

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
連
携
し
た
取
組
を

通
し
て
〜
を
テ
ー
マ
に
、
第
54
回
笛
吹
市

義
務
教
育
振
興
会
議
が
八
代
小
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
市
教
育
委
員
会
・
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
・
市
教
育
協
議
会
で
構
成
す
る

市
教
育
懇
談
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
市

内
の
保
護
者
や
教
職
員
、
保
育
所
関
係

者
、
教
育
行
政
担
当
者
な
ど
約
3
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
愛
知
医
科
大
学
の
鈴
木
孝
太
教
授
に
よ

る
「
行
動
変
容
の
理
論
か
ら
考
え
る
、
子

ど
も
の
生
活
習
慣
改
善
」
と
題
し
た
基
調

講
演
で
は
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に

医
学
的
な
立
場
か
ら
、
睡
眠
、
食
事
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
利
用
と
い
っ
た

子
ど
も
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、「
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、

生
活
習
慣
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
や
学
校
、
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
示

唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
後
に
行
わ
れ
た
各
校
ご
と
の
話
し

合
い
の
場
で
は
、
講
演
の
内
容
を
受
け

て
、
各
校
の
取
り
組
み
や
現
状
に
つ
い
て

活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

体
で
の
意
見
交
換
の
場
で
は
、「
生
活
リ

ズ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
情
報
モ
ラ
ル
学

習
会
の
開
催
」
な
ど
の
取
り
組
み
事
例
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
を
と
お
し
て
、
本
会
が
学
校

と
家
庭
・
地
域
そ
し
て
教
育
行
政
が
連
携

し
な
が
ら
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
「
①
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
　
②
人

の
話
を
し
っ
か
り
聞
こ
う
　
③
正
し
い
言

葉
遣
い
を
し
よ
う
　
④
早
寝
、
早
起
き
を

し
よ
う
　
⑤
通
信
機
器
の
使
い
方
に
ル
ー

ル
を
作
ろ
う
」
に
つ
い
て
、
そ
の
大
切
さ

を
確
認
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先
　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
7

笛
吹
市
義
務
教
育
振
興
会
議

【小松菜の煮びたし】

笛吹市の旬の野菜をいただきます野菜
毎日プラス１皿の野菜料理を！ No.38

＜１人分栄養量＞　エネルギー　101kcal　　塩分　0.2g
＜食事バランスガイド＞　主菜1つ　副菜1つ

【作り方】　① 小松菜と厚揚げを一口大に切る。もやしはさっと水洗いし、水気を切っておく。
　　　　　② ボウルにだし汁としょうゆを合わせておく。
　　　　　③ 耐熱皿に①を入れ、②をまわしかけ、ふんわりラップをかける。
　　　　　④ 電子レンジ６００Wで3分ほど加熱する。
　　　　　※電子レンジのワット数によって時間を調整してください。

① 小松菜と厚揚げを一口大に切る。もやしはさっと水洗いし、水気を切っておく。

コマに描かれている料理のイラストを目安に、料理を「1つ」「2つ」という単位で数
えます。5つの料理グループごとに「1つ」の目安となる量が決められています。
※市ホームページにも掲載してますので、ご覧ください。
■ 問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎ 055（261）1901

「笛吹市版食事バランスガイド」を活用しましょう。№7

「食事バランスガイド」のコマ

【材料2人分】
小松菜・・・・・・・・・・・・・・・・100ｇ
もやし・・・・・・・・・・・・・・・・・・40ｇ
厚揚げ・・・・・・・・・・・・・・・・120ｇ
だし汁・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
しょうゆ・・・・・・・・小さじ1/2
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L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

L I B R A R Y  E V E N T

境川図書室

　図書館でホッと一息しませんか。各館、司書がおすすめする本の展示や映画会などを
行います。どうぞこの機会に図書館に足を運んでみてください。すべて参加無料です。

▼日時　2月1日（金）～28日（木）　　 ▼場所　各図書館

　最近、あなたは腹の底から笑ったことがありますか。しゃべりと動きの波状「口」撃にどこまで
耐えられるか。毒舌のさえた大爆笑の一本をお楽しみください。

▼日時　2月9日（土）午後1時30分～　 ▼場所　石和図書館2階　視聴覚ホール　 ▼申し込み　不要

ホッとすごす、ライブラリー

「綾小路きみまろ 爆笑！エキサイト
ライブビデオ」（約80分）
　「一笑懸命」生きていきましょうよ。毒舌爆
笑のライブビデオをお楽しみください。

▼日時　2月16日（土）午後1時30分～

▼場所　一宮図書館　視聴覚室

▼申し込み　不要

スペシャル映画会

映画会「いぬのえいが」
（約100分）

　図書館朗読ボランティア「せせらぎ」による
朗読会です。心和むひとときをお過ごしくださ
い。

▼日時　3月3日（日）午後1時30分開演

▼場所　一宮図書館　視聴覚室

▼申し込み　不要

朗読発表会

春日居ふるさと図書館

　犬を飼っている人も、犬を好きな人もそうで
ない人も、愛情と楽しさで包まれる映画です。

▼日時　2月23日（土）午前10時30分～

▼場所　春日居あぐり情報ステーション2階 会議室

▼申し込み　不要

スペシャル映画会「綾小路きみまろ 爆笑！
エキサイトライブビデオ」（約31分）　

石和図書館

　県立科学館による観望会を開催します。星のお話を聞きながら、県立科学館の天体望遠鏡で星を
眺めてみませんか。

▼日時　2月26日（火）午後7時～8時30分　※天候により中止になる場合があります。

▼場所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭　　 ▼定員　30人（大人限定）（先着順）

▼申し込み　2月1日（金）～

大人のための星空ウォッチング
御坂図書館

一宮図書館

▼日時　3月9日（土）午後1時30分～3時

▼場所　境川総合会館　3階ホール
※山廬を公開します。詳細は広報ふえふき3月
号をご覧ください。

第12回 俳句の里境川
飯田龍太を語る会

特別イベント2月 特別イベント特別イベント
●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
2
月
7
日（
木
）・
21
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
2
月
14
日（
木
）・
28
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

2
月
16
日（
土
）・
23
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
　

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

※
2
月
9
日（
土
）の
「
耳
を
す
ま
せ
ば

え
ほ
ん
隊
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
楽
蔵

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
）

　
2
月
2
日（
土
）
午
後
2
時
〜

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
2
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）

　
2
月
15
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

　
2
月
3
日（
日
）・
24
日（
日
）

　
午
後
2
時
〜

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
　

　
2
月
6
日（
水
）
午
前
11
時
〜

●
プ
レ
マ
マ
　

　
〜
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
〜

　
2
月
8
日（
金
）
午
前
10
時
30
分
〜

※
今
回
は
、「
マ
マ
も
ベ
ビ
ー
も
み
ん
な
で

体
操
！
」
で
す
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
　

　
2
月
10
日（
日
）
午
後
2
時
〜

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
　

　
2
月
17
日（
日
）
午
後
2
時
〜

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
　

　
2
月
20
日（
水
）
午
前
11
時
〜

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

　
2
月
2
日（
土
）・
16
日（
土
）

　
23
日（
土
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

　
2
月
9
日（
土
）
午
後
1
時
30
分
〜

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

2
月
13
日（
水
）・
27
日（
水
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

2
月
2
日（
土
）
午
後
2
時
〜

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
児
、
幼
児
向
け
）

　
2
月
5
日（
火
）・
26
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
2
月
5
日（
火
）は
食
育
ス
ペ
シ
ャ
ル
で

す
。
市
の
栄
養
士
が
話
を
し
て
く
れ

ま
す
。

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
2
月
9
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
2
月
16
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

※
2
月
の
「
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く

ら
ん
ぼ
」
は
、
映
画
会
に
替
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
年
配
の
方
々
に

も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
　

※
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館
（
丹
澤
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

12
日（
火
）・18
日（
月
）・25
日（
月
）

【
蔵
書
点
検
】2
月
6
日（
水
）ま
で

◆
御
坂
図
書
館

6
日（
水
）・13
日（
水
）・20
日（
水
）

27
日（
水
）・28
日（
木
）

◆
一
宮
図
書
館

4
日（
月
）・11
日（
月・祝
）

18
日（
月
）・25
日（
月
）・28
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

4
日（
月
）・12
日（
火
）・18
日（
月
）

25
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

3
日（
日
）・4
日（
月
）・10
日（
日
）

11
日（
月・祝
）・17
日（
日
）

18
日（
月
）・24
日（
日
）・25
日（
月
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

4
日（
月
）・12
日（
火
）・18
日（
月
）

25
日（
月
）・28
日（
木
）

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
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　来月、11日間の日程（3月11日～ 21日）で、18
人の生徒が姉妹校関係にあるオルバニークリーク高
校での語学研修のため、オーストラリアに渡航しま
す。この行事は30年前に始まり、毎年両校の生徒が
交互に訪問し、語学の習得を始めそれぞれの国の社
会や文化を学ぶため、さまざまな研修が行われてき
ました。

　現地ではホストフ
ァミリーとともに生
活してコミュニケー
ションをとりながら
異文化理解に努め、
授業では英会話クラスに参加して会話や表現力を身に付けます。
　また、日本語を学ぶ生徒と交流することでオーストラリアの多
文化主義の特性を理解したり、帰国後はグローバルな視点で自身
や日本を見つめ、国際感覚を養います。
　今回の語学研修が初めての海外体験、という生徒がほとんどで
す。南半球という地球の反対側の世界、コアラやカンガルーと触
れあい、ゴールドコーストの雄大な自然を体感する、といった未
知の体験にワクワクと心を躍らせながら、渡航に向けての準備に
余念がありません。

■問合せ先　笛吹高校　☎ 055（262）2135

LET’S 豪!!

▼
日
時

○
2
月
3
日（
日
）　
紙
芝
居
「
な
ぜ
、

せ
つ
ぶ
ん
に
豆
を
ま
く
の
？
」

○
2
月
10
日（
日
）

　
ト
ン
ト
ン
相
撲
を
作
ろ
う

○
2
月
17
日（
日
）

　
木
喰
の
プ
ラ
バ
ン
を
作
ろ
う

○
2
月
24
日（
日
）

　
ど
ん
ぐ
り
や
じ
ろ
べ
え

　
を
作
ろ
う

　
午
前
11
時
〜（
30
分
程
度
）

▼
場
所
　
か
い
じ
あ
む
寺
子
屋

▼
参
加
費
　
無
料
（
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト

が
必
要
）

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
日
時
　2
月
9
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ロ
ビ
ー
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
日
時
　2
月
17
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
生
涯
学
習
室

▼
聴
講
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
不
要

　
山
梨
の
象
徴
と
い
え
ば
富
士
山
と
武

田
信
玄
。
春
ら
ん
ま
ん
の
山
梨
で
、
富

士
山
や
信
玄
公
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　2
月
20
日（
水
）〜
4
月
22
日（
月
）

▼
場
所
　常
設
展
示
室

▼
入
館
料
　
一
般
5
1
0
円
、
大
学
生

２
１
０
円
（
高
校
生
以
下
、
65
歳
以

上
、
障
害
者
と
そ
の
介
護
者
は
無
料
）

▼
日
時
　2
月
23
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
生
涯
学
習
室

▼
聴
講
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
必
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

※
2
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
（
各

火
曜
日
）

あ
そ
ぼ
う
!
学
ぼ
う
!

寺
子
屋
ひ
ろ
ば

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「〝
五
輪
塔
の
ハ
ン
コ
〞を
作
ろ
う
」

館
長
ト
ー
ク

「
甲
斐
源
氏
と
密
教
文
化
1
」

常
設
展
テ
ー
マ
展
示

「
富
士
山
、信
玄
、春
ら
ん
ま
ん
」

古
文
書
講
座
「
富
士
山
に
関

す
る
古
文
書
を
読
む
②
」

　市
内
に
あ
る
「
八
代
特
産
品
開
発
研
究
会
」
の
活
動
に
お
邪
魔
し
、
特
産
品
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
笛
吹
市
（
主
に
八
代
町
）
で
収
穫
さ
れ
る
農
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
住
む
女
性
た
ち
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
で
、
今
で
は
桃
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
や
ジ
ャ
ム
、
な
す
の
醤
油
煮

「
う
ま
い
じ
ゃ
ん
け
」
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
山
梨
県
の
農
産
物
認
証
制
度
「
3
E
マ

ー
ク
」
の
認
定
も
受
け
て
い
ま
す
。

　冬
の
目
玉
商
品
は
「
小
麦
ま
ん
じ
ゅ
う
」。
私
た
ち
は
こ
の
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
に
参
加
し

ま
し
た
。
現
在
は
「
な
す
」「
桃
」「
と
う
も
ろ
こ
し
」
の
3
種
類
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
す
は
甘
辛
く
煮
て
、
ふ
わ
ふ
わ
の
小
麦
生
地
で
包
ん
だ
も
の
。
桃
は
果
肉
の
食
感
が
残

る
よ
う
に
ジ
ャ
ム
に
し
て
、
す
も
も
エ
キ
ス
を
混
ぜ
た
ピ
ン
ク
色
の
生
地
で
包
ん
で
い
ま

す
。
と
う
も
ろ
こ
し
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
合
わ

せ
て
餡
に
し
、
生
地
に
も
と
う
も
ろ
こ
し
を
練

り
こ
ん
で
鮮
や
か
な
黄
色
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
使
わ
れ
る
農
産
物
は
、
地
域
で
収
穫
さ
れ

た
も
の
の
、
少
し
傷
ん
で
い
た
り
、
見
た
目
が

悪
い
た
め
出
荷
で
き
な
い
も
の
が
中
心
で
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
商
品
を
開
発
し
た
先
輩
た

ち
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　な
お
、
ま
ん
じ
ゅ
う
は
農
産
物
直
売
所
「
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
八
代
」
で
販
売
中
。
3
月
末

ま
で
の
第
2
・
第
4
土
曜
限
定
で
す
（
時
期
に

よ
っ
て
変
更
の
可
能
性
あ
り
）。
そ
の
日
の
早

朝
に
作
っ
た
も
の
が
、
開
店
時
に
は
店
頭
に
並

び
ま
す
よ
。

■
問
合
せ
先   

企
画
課

　地
域
お
こ
し
協
力
隊

　☎
0
5
5（
2
6
7
）8
9
7
0

Vo
l.17

　
障
が
い
が
あ
る
人
と
な
い
人
が
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共
生
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
、
２
０
１
６
年
4
月

に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

教
育
、
保
健
、
労
働
、
余
暇
活
動
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
育
園
や

学
校
で
も
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
が
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、「
医
療
的
ケ
ア
」

が
必
要
な
子
ど
も
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

〝
医
療
的
ケ
ア
児
〞
の
課
題

　
経
管
栄
養
や
た
ん
の
吸
引
、
気
管
切

開
部
の
衛
生
管
理
な
ど
の
医
療
が
必
要

な
子
ど
も
を
「
医
療
的
ケ
ア
児
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
医
療
の
進
展
と
在
宅
医

療
の
普
及
に
よ
り
、
こ
う
い
っ
た
子
ど

も
が
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
医
療
的
ケ
ア
は
、
本
人
や
家
族
を
除

く
と
医
師
や
看
護
師
で
な
け
れ
ば
施
せ

ま
せ
ん
。
保
育
園
や
学
校
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
医
師
や
看
護
師
を

確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
や
教
育
に
よ
る

発
達
の
機
会
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
る
の
？

　
法
改
正
に
よ
り
、
教
員
や
介
護
職
員

な
ど
が
研
修
を
受
け
る
こ
と
で
、
一
部

の
医
療
的
ケ
ア
を
施
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
は
看
護
師
な
ど
の
職
員
を
確
保
し

や
す
く
な
っ
た
り
と
、
少
し
ず
つ
医
療

的
ケ
ア
児
を
預
か
る
受
け
皿
が
広
が
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
峡
東
圏
域
で
も
保
健
、
医
療
、
保

育
、
教
育
、
障
害
福
祉
な
ど
の
関
係
機

関
が
集
ま
り
、
連
携
を
図
る
た
め
の
協

議
の
場
（
峡
東
圏
域
医
療
的
ケ
ア
児
支

援
会
議
）
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
医
療

的
ケ
ア
児
が
障
が
い
の
な
い
人
と
共
生

で
き
る
社
会
の
実
現
が
待
た
れ
て
い
ま

す
。

■
問
合
せ
先

　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

　℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.39

医
療
的
ケ
ア
児
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
目
指
し
て
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林水産大臣政務官に要望書を提出しました。
要望内容
○桃の輸出拡大に向けた各国の検疫などへの対策
について
○産地間連携の強化策への支援について
○鮮度保持・長期保存技術の開発について
○桃生産に対する支援について
　市では、今後も桃産地の振興とともに、本市農
業のさらなる発展に向けて事業を推進していきま
す。

　平成30年7月2日、いまだに続く東日本大震災
後風評被害を払拭するべく、福島市で第2回全国
桃サミットが開催されました。
　サミットでは、桃産地のさらなる振興に向けた
第2回全国桃サミット宣言と国への要望書が採択
されました。その結果を受け、平成30年11月22
日、日本桃産地協議会（会長山下市長）と、サミ
ット開催地の福島市代表者が農林水産省の高野農

農林水産省に要望書提出
桃産地の発展に向けた要望書の提出桃産地の発展に向けた要望書の提出桃産地の発展に向けた要望書の提出 11/22

　甲州市勝沼ぶどうの丘で、世界農業遺産認定の
実現に向けセミナーおよび「峡東地域の農業・農
村」絵画コンクール表彰式が開催され、約200人
が出席しました。　
　セミナーでは世界農業遺産認定に向けた取り組み
や、認定後の地域活性化への取り組みについて講演
が行われました。また、表彰式では、峡東3市の小
学生を対象とした絵画コンクールにおいて、素晴らし
い成績を収めた30人の児童が表彰されました。

　これからも峡東3市と山梨県は一丸となって、世
界農業遺産の認定に向けて取り組みます。
▶低学年の部
○知事賞　雨宮颯佑（一宮西小学校2年）
○峡東地域世界農業遺産推進協議会長賞
　横堀　羽（石和西小学校1年）
○笛吹市長賞　五味実寿葉（御坂西小学校3年）
○金・銀・銅賞　ほか7人
▶高学年の部
○笛吹市長賞　三井夏美（石和東小学校6年）
○金・銀・銅賞　ほか6人
※笛吹市内受賞者のみ記載。敬称略

世界農業遺産セミナーおよび絵画コンクール表彰式
市内から17人の児童が表彰市内から17人の児童が表彰市内から17人の児童が表彰

12/1

　2020年に開催される東京オリンピックでは、ウ
エイトリフティング競技のタイ王国代表チームが市
内で事前合宿を行います。競技を身近に感じてもら
い、東京オリンピックに向けた機運を高めていくこ
とを目的に、体験教室を初めて開催しました。
　市内の小学5年～中学3年までの22人が参加。リ
オオリンピック日本代表の中山陽介選手をはじめと
する市職員や日川高校ウエイトリフティング部顧問
らから指導を受け、スナッチやクリーン&ジャーク、

スクワットを体
験しました。
　ウエイトリフ
ティングは、
瞬発力が高ま
る競技といわ
れています。
体験の前後で
垂直跳びを測
定し、比較す
ると、10セン
チ以上、記録
が伸びた中学
生もいました。
　御坂中２年
の岡崎飛鳥さ
んは、「バレー
部の練習よりも疲れたが楽しかった。教わったこと
を生かして、さらにジャンプ力を高めたい」と話し
ていました。

小中学生向け体験教室
ウエイトリフティングってどんな競技?ウエイトリフティングってどんな競技?ウエイトリフティングってどんな競技?

12/16

フッキーが山梨学院大学で乙黒兄弟とレスリングのトレーニング！
　東京オリンピック出場を目指しているフッキーが笛吹市出身のレスリング日本代表乙黒兄弟と練習を行
いました。
　昨年のレスリング世界選手権で日本人男子最年少優勝を果たした弟の乙黒拓斗さんと練習を行い、同じ
く日本代表の兄・乙黒圭祐さんに指導をしていただきました。
　世界大会に出場した2人は、「海外の選手はパワーやスピードが全く違った」と感じたそうです。
　体の大きい世界の選手に負けないように日々厳しいトレーニングを積んでいる2人。乙黒兄弟の今後の
活躍を願い、みん
なで応援していき
ましょう。
　2019年 に な っ
て早1カ月が過ぎ、
オリンピックまで
残り1年半となり
ましたが、まだま
だフッキーの挑戦
は続きます。

■問合せ先　観光商工課　☎ 055（261）2034
乙黒圭祐さん(写真右)と拓斗さんから指導を受けるフッキー
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　春日居小1年　小林大悟
○特選　・「夕立の切れ間からさす光かな」
　　　　　八代小6年　中込栄治
　　　　・「夏の月赤い火星をしたがえて」
　　　　　一宮北小5年　荻野　愛
○秀作
・「えだまめがほっぺみたいにふくらんだ」
　石和南小2年　白川美來
・「夏の風大仏様をゆらしてる」
　御坂西小6年　金井心優
・「夏の風すりぬけていくぶどうだな」
　八代小6年　石原あゆみ
○学校賞　八代小学校
▶中学生の部
○山梨県議会議長賞
　「あの世から馬駆け戻る彼岸かな」
　一宮中2年　安藤駿夏
○笛吹市議会議長賞
　「湖へ吸いこまれゆく虹の橋」
　春日居中2年　渡辺　楓
○特選　「万緑の水面に映えるマスの群れ」
　　　　一宮中1年　古屋愛実
○秀作　・「的を射る音の向こうにセミの声」
　　　　　石和中2年　穀田京香
　　　　・「万緑につつまれている遠き山」
　　　　　浅川中2年　福田陽奈
○学校賞　一宮中学校

○総務大臣表彰　　　加納　数美（境川町石橋）
○国土交通大臣表彰　早川　孝雄（一宮町新巻）
○文部科学大臣表彰　古屋　速人（一宮町市之蔵）
○文部科学大臣表彰　三井久美子（御坂町大野寺）
○厚生労働大臣表彰　向山　和美（境川町藤垈）
▶県政功績
○特別感謝状　海野　一幸（一宮町末木）
○地方自治　　荻野　正直（石和町井戸）
○産　　業　　赤岡　勝廣（石和町松本）
○産　　業　　橘田　良仁（八代町高家）
○教育文化　　坂本誠二郎（石和町中川）
○社会福祉　　風間　京子（一宮町金田）

　市内ホテルで平成30年中の叙勲・大臣表
彰・県政功績受章者を招待し、新春交歓会を
開催しました。
　受章者は次の方々です(受章日順・敬称略)。
▶叙勲
○旭日単光章　青柳　順一（石和町唐柏）
○旭日単光章　三橋皓太郎（石和町松本）
○瑞宝小綬章　武川　　仁（八代町米倉）
○旭日双光章　市川　　要（芦川町上芦川）
○旭日双光章　上野　　稔（石和町四日市場）
○旭日双光章　前島　　了（一宮町狐新居）
○旭日単光章　志村　忠良（石和町広瀬）
○瑞宝小綬章　近藤　良雄（一宮町田中）
○瑞宝双光章　中嶌　和久（八代町北）
○瑞宝双光章　中村　　淳（石和町中川）
○旭日単光章　市川友治郎（春日居町別田）
○旭日単光章　上野　定治（石和町四日市場）
○旭日小綬章　荻野　正直（石和町井戸）
○旭日双光章　風間　好美（八代町北）
○瑞宝双光章　深澤　寛幸（御坂町成田）
○瑞宝単光章　金山　　忠（石和町八田）
○瑞宝単光章　橘田　善文（八代町永井）
○瑞宝単光章　相良　　功（八代町高家）
○瑞宝単光章　日野原三千男（石和町広瀬）
▶大臣表彰
○厚生労働大臣表彰　山下忠義（石和町四日市場）
○厚生労働大臣表彰　故 橘田志げじ（八代町高家）

新春交歓会を開催新春交歓会を開催新春交歓会を開催

1/7

　いちのみや桃の里ふれあ
い文化館で、全国小学生・
中学生俳句会の表彰式を開
催しました。文部科学大臣
賞をはじめ、優秀作品とし
て小・中学生各25人と学校
賞が表彰されました。
　今回は、全国45都道府県
の小・中学校670校の児童・
生徒4万4,585人から作品が
寄せられました。市内の小・
中学生の優秀作品、学校賞は次のとおりです（敬
称略）。
▶小学生の部
○山梨県知事賞
　「かみなりは大地をわたる空のひび」
　御坂東小6年　天野寿亀
○山梨県立文学館長賞
　「学校の歌声風に稲穂ゆれ」
　一宮南小5年　田中麗徠
○笛吹市議会議長賞
　「暑すぎてかっぱの皿もひからびる」
　石和北小3年　内藤涼葉
○笛吹市教育長賞
　「こっちだよそっちじゃないよすいかわり」

　教育に関する団体・個人が同時期に文部
科学大臣表彰を受賞しました。
○学校安全ボランティア活動奨励賞表彰
▶一宮北小学校ふれあいボランティアの会
　（代表者 古屋典男）
　　13年間にわたり、児童が安全に通学で
きるよう児童の下校時に学校に迎えに来
たり地域で見守るなど、事故や事件を未
然に防いだ功績が評価されました。
○スポーツ推進委員功労者表彰
▶古屋速人　体育指導委員、スポーツ推進
委員として25年にわたりスポーツ振興に
積極的に取り組んできたことが評価され
ました。現在も、笛吹市スポーツ推進委
員会会長、県スポーツ推進委員協議会常
務理事として活躍しています。

文部科学大臣表彰受賞

平成31年笛吹市新春交歓会・受章者祝賀会

長年の取り組みが評価される長年の取り組みが評価される長年の取り組みが評価される
第22回「俳句の里」山梨県笛吹市 全国小学生・中学生俳句会表彰式
未来の飯田蛇笏・龍太を発掘未来の飯田蛇笏・龍太を発掘未来の飯田蛇笏・龍太を発掘

　石和農村ス
ポーツ広場で、
笛吹市消防団
出初式を行い、
消防・防犯活
動に功績のあ
った方々を表
彰しました。
　三枝賢治団
長は、「消防団
の任務は、火
災の予防・警
戒・消火を行
うことはもとよ
り、地震や風
水害における
被害の軽減、

地域の防犯活動など、広範囲に及ぶ地域防災力の
要です。昨年7月の広島県、岡山県を中心とする西
日本豪雨では河川の氾濫により大きな被害がもたら
されました。本市においても昨年9月に台風21号・

24号が立て続けに接近し、暴風による被害があり
ましたが、団員各位の地域と連携した迅速な対応
で、被害を軽減することができました。団員諸君に
は、それぞれ生業を持ちながらも、地域の安全を
図るため、活動されていることに対し、厚くお礼申
し上げるとともに、本年もさらなる精進をお願いし
ます」と団員に対し訓示を述べました。
　本年も引き続き市民の安全・安心のため、消防
団一同、防火防犯に努めてまいります。

笛吹市消防団出初式
市民の安全・安心な生活を確保する使命と消防精神を決意市民の安全・安心な生活を確保する使命と消防精神を決意市民の安全・安心な生活を確保する使命と消防精神を決意
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鈴木  俊秀さん
（石和地区）

●
4
月

　雁
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
5
月

　大
相
撲
の
貴
乃
花
と
若
乃

花
、
史
上
初
の
兄
弟
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が

誕
生

●
6
月
　
サ
ッ
カ
ー
W
杯
フ
ラ
ン
ス
大

会
に
日
本
代
表
が
初
出
場
。

中
田
英
寿
さ
ん
も
出
場

●
７
月

　和
歌
山
毒
物
カ
レ
ー
事
件
が

発
生

●
８
月

　全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

決
勝
で
、
横
浜
高
校
の
松
坂

大
輔
投
手
が
、
ノ
ー
ヒ
ッ
ト

ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
し
優
勝

●
9
月

　映
画
監
督
の
黒
澤
明
が
死
去

●
10
月

　横
浜
ベ
ー
ス
タ
ー
ズ
が
38
年

ぶ
り
プ
ロ
野
球
日
本
一

●
11
月

　中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席
が

日
本
を
初
め
て
公
式
訪
問

●
12
月

　宇
多
田
ヒ
カ
ル
さ
ん
が
「
Ａ

u
t
o
m
a
t
i
c
」
で
メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
、
ヒ
ッ

ト

●
1
月

　欧
州
連
合
が
単
一
通
貨
ユ
ー

ロ
を
導
入

●
2
月

　N
T
T
ド
コ
モ
が
i
モ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
を
開
始

●
3
月

　北
朝
鮮
工
作
船
が
日
本
領
海

侵
犯

新
成
人
が
生
ま
れ
た

平
成
10
年
度
の

主
な
出
来
事

　三兄弟の末っ子もついに成
人を迎えました。無事、元気
に成人を迎えられたのは両親
のおかげです。心より感謝し
ています。ありがとうござい
ます。学生という立場上、ま
だまだ迷惑をかけてしまうと
は思いますが、感謝の気持ち
をいつまでも忘れず、これか
らは一人の大人として精進し
ていきます。 堀内  玲さん

（御坂地区）

　本日、成人式という人生の
節目を迎え身の引き締まる思
いです。これまで何ひとつ文
句を吐かず、支えてくれた両
親には心から感謝しています。
　これからは、恩返しの気持
ちを込めて自分の道を歩んで
行きたいと思います。これか
らもご迷惑を掛けてしまうと
思いますが、両親が笑顔にな
れるように成長しますので、
こんな私ですがこれからもよ
ろしくお願いします。

風間  希さん
（一宮地区）

　本日、成人式を迎えるにあ
たって自身のこれまでを振り
返れば、両親の支えの大きさ
を改めて感じます。私を信頼
し、私の望むままに私の人生
を歩ませてくれたこと、それ
に対しての支え、これらに感
謝し、これからの人生で恩返
しをしたい、そのように思い
ます。ありがとう。 小田切  凌真さん

（八代地区）

橘田  凌さん
（境川地区）

　本日、成人式という人生の
節目である日を迎えることがで
きたのは間違いなくここまで20
年間育ててくれた両親のおかげ
だと思っています。私は小さい
時からスポーツをやっていて今
も続けています。さまざまなサ
ポートをしてもらい今の自分が
いると思っています。たくさん
の愛情を持って育ててくれた両
親に少しでも恩返しができるよ
うこれからも自分自身がしっか
り成長していきたいと思います。 中澤  俊治さん

（春日居地区）

　20歳という人生の節目を迎
え、私は改めて両親の存在の
大きさを実感しています。学費
や仕送り、部活動では私のこと
を常に応援してくれています。
大学生の今、自分にできる恩
返しは勉強を頑張ることと、部
活動のラグビーではレギュラー
をとって試合に勝つことだと思
っています。それに向けてこれ
からもがんばっていきます。

小田切  凌真

　私たちは、新成人として、それぞ
れの近い将来に向け、今まさに動き
出そうとしています。
　20年という月日の中で多くの人
に支えられながら、生きてきました。
特に、両親は私のことを1番近くで
支え、誰よりも私のことを想ってくれ
ました。今、私たちができること。両
親への恩返しはもちろんのこと、今
まで私たちのことを支えてくれた人
への感謝、そして、今度は私たちが
誰かのそういう存在でいられるよう
日々精進していきたいと思います。

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

　
１
月
13
日
、
平
成
31
年
笛
吹
市
成
人
式
が
、
い
ち

の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

７
０
７
人
が
新
成
人
と
な
り
、
二
十
歳
を
祝
う
門
出

と
な
り
ま
し
た
。

新成人に聞きました ～両親への想い～
　各地区で実行委員を務めた方に、「両親への想い」を教えていただきました。そして、
色紙に「二十歳の抱負」を書いていただきました。

1998
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■問合せ先　観光商工課　観光担当　☎055 ( 2 6 1 ) 2 0 3 4

■問合せ先　観光商工課　観光担当　　　  　☎05 5 ( 2 6 1 ) 2 0 3 4
■申込先　　JAふえふき富士見支所直売所　☎055 ( 2 6 2 ) 3 8 5 3

　今年で30周年を迎える「ハウス桃宴」で美しい桃の花のお花見を楽しみながら、ゆったりのんびりしま
せんか。開園初日は入園無料です。2月の週末（土・日曜日）には、笛吹市産のグラスワインの販売もあ
ります。
▶開園日時　2月14日（木）～ 3月10日（日）予定　午前10時～午後3時
▶入園料　1人500円 (タクシーで来場された方は1人300円)、10人以上の団体1人300円、小学生以下無料
※大人には桃ジュースが付きますが、小学生以下には付きません。
※時間制限なし。
▶受付場所　JAふえふき富士見直売所
※団体の方は事前にご予約ください。
▶その他
○飲食物の持ち込みは自由ですが、火気の使用はできません。
○机、イス、シート、仮設トイレは会場に用意してあります。
○花を摘んだり、枝を折ったりしないでください。
○ゴミの持ち帰りにご協力願います。

　笛吹川石和鵜飼保存会では、笛吹市の夏の風物
詩である「笛吹川石和鵜飼」の実演を行う『鵜匠』
を募集しています。会では、伝統ある鵜飼文化の
振興を図るとともに後世への伝承と継承者の育成
を目的に活動しています。
▶対象　15歳（高校生）以上28歳未満の健康で鵜飼
　　　　に情熱をそそぎ継続的に鵜飼を行える方
▶主な活動内容
○笛吹川石和鵜飼の実演
○鵜飼で使用する鵜の飼育管理
※申し込みなど詳しくは、
　お問い合わせください。

DATA FUEFUKI  ●人口  69,695人（－57） ●世帯  29,337世帯（－11）
　　　　　　　     ●男　  33,835人（－37） ●女　  35,860人（－20）
　　　　　　　     H30.12末日現在　（　）は前月比　　　※外国人住民を含む。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

周年を迎える「ハウス桃宴」で美しい桃の花のお花見を楽しみながら、ゆったりのんびりしま

● 発行／2019． 2． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi.jp/ この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と

ベジタブルオイルインキを使用しております。



カレンダーふえふき
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎
☎
☎
☎

笛吹市役所 本庁 ☎
●
●
御 坂 支 所
境 川 支 所

☎
☎

●
●
一 宮 支 所
春日居支所

☎
☎

●
●
八 代 支 所
芦 川 支 所

☎
☎

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

■国民健康保険課業務（国保・年金・後期高齢者医療保険）の一部は、第２日曜日および月末日曜日のみ開設　AM8:30 ～ 12:00　PM1:00 ～ 5:15

25日 ◇上下水道使用料 口座振替日 ※対象地区
●石和町　川中島（荒屋除く）、四日市場（日の出除く）、広瀬、唐柏、小石和、
　　　　　向田、今井、河内、東高橋、井戸、東油川、恵比寿、砂原、横田
●八代町　南、岡、永井、奈良原
●一宮町　一ノ宮、国分、市之蔵、新巻、塩田、神沢、金沢、狐新居、東新居、土塚、
　　　　　石、地蔵堂、千米寺
●境川町　全域
◇簡易水道・農業集落排水使用料　口座振替日　●芦川町　全域
◇温泉使用料 口座振替日　●春日居町　全域

28日 ♢保育料2月分口座振替日
♢国民健康保険税　第8期口座振替・納期限
♢固定資産税　第4期口座振替・納期限
♢後期高齢者医療保険料　第8期口座振替・納期限

月

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２８７）７３5５
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

◎火災などの情報提供サービス
　【部署：市消防本部　管理課】
　『災害情報テレホンサービスガイド』
　☎ 055（262）0001
◎防災行政無線放送の情報提供サービス
　【部署：防災危機管理課　消防防災担当】
　『防災行政無線聞き取りサービス』
　☎ 0120-218-611

危険管理に関するテレホンサービス

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館
●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・一宮児童館/八代総合会館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・御坂農村環境改善センター
●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・スコレーセンター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館
●第9回市民参加型スポーツ
イベント
・AM9：00 ～ 12：00（開会）
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館
・要申込

●議会本会議(開会)(予定)
・ＰＭ1：30 ～
・八代庁舎議場
●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション
●ハウス桃宴開園
・AM10：00 ～ ＰＭ3：00
 (3月10日までの予定)
・受付場所
 ＪＡふえふき富士見直売所

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・御坂農村環境改善センター
●総合相談（法律・福祉・行政）
（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・八代福祉センター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・一宮児童館/八代総合会館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館
●結婚相談所
・PM6:30 ～ 8:30(受付)
・市役所市民窓口館3階
 302会議室
●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和
●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和
●石和温泉冬花火
　－笛吹川の舞－
・ＰＭ8：30 ～ 8：45
・市役所前笛吹川河川敷
※当日の天候状況などで直前
　中止の場合もあります。

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館
●結婚相談所
・AM9:00 ～ 11:30(受付)
・市役所市民窓口館3階
 302会議室
●ソノリテ甲府吹奏楽団演奏会
・PM1:30 ～ 3：30（開演）
・スコレーセンター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和
●総合相談（法律・人権・行政）
（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・春日居あぐり情報ステーション

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館
●第11回笛吹市社会福祉大会
・ＰＭ1：00 ～ 4：00
・スコレーセンター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館

先勝大安仏滅

先負

友引先勝
建国記念の日

赤口

大安仏滅先負友引

友引

先負友引先勝

先負友引

赤口大安仏滅先負

先勝赤口大安

赤口

仏滅

大安仏滅

3

10

17

24

7

14

21

28

1

8

15

22

2

9

16

23

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課

　 問合せ先　芦川支所

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者
予防接種手帳

（定期接種および任意接種を含む冊子） 平成31年1月生まれ

日本脳炎　1期 平成28年3月生まれ

日本脳炎　2期 平成22年3月生まれ

二種混合　2期（ジフテリア・破傷風） 平成20年3月生まれ

M E M O月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4  水曜日・土曜日

小石和・上平井・八田
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

4日(月) ・ 18日(月) ・25日(月) 
AM9：00 ～ 11：00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 7日(木)・14日(木)
21日(木)・28日（木） PM1:30 ～ 4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容
可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

3
（日）

3
（日）

川中島・荒屋・八田
四日市場・広瀬・砂原

10
（日）

仲町・窪中島・山崎
県営住宅・駅前・東高橋
河内・恵比寿

17
（日）

日の出・上平井・松本
下平井・山岸・唐柏
向田・東油川

24
（日）

東町・長塚・西町・中川
小石和・今井・井戸

3
（日）

川中島・荒屋・上平井
東高橋・河内

10
（日）

山岸・唐柏・砂原・恵比寿

県営住宅4
（月）

小石和・向田21
（木）

中川16
（土）

24
（日）

松本・下平井・窪中島
山崎・駅前・今井・井戸

22
（金）

広瀬

17
（日）

八田・仲町・東油川

20
（水）

東町・長塚・西町

全 地 域

全 地 域全地域（小石和・上平井・
山岸・八田を除く ※2）

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地
成田・下成田・国衙

10
（日）

3
（日）

夏目原・井之上
下井之上・八千蔵
栗合・蕎麦塚

17
（日）

金川原・尾山
下野原・花鳥地区

24
（日）

黒駒地区

熊野堂・下岩下
別田・桑戸・加茂
寺本・枝郷

小松・国府・徳条
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

坪井・田中
竹原田・東原

金田・小城・北都塚
末木・下矢作
本都塚・国分

2
（土）

10
（日）

中尾・一ノ宮
南野呂・北野呂
上矢作・市之蔵
塩田・新巻

東新居・狐新居
金沢・土塚・神沢
石・地蔵堂・千米寺

9
（土）

火・金

土

15
（金）

21
（木）

全 地 域

月・木

土

月・木

土

9
（土）

16
（土）

南・増田・永井
米倉20

（水）

北・高家・岡
竹居・奈良原21

（木）

月・木

3
（日）

3
（日）

マタニ
ティ
スクール

離乳食
教室

平成31年6月 ～ 7月出産予定の
初産婦

ＰM1:20 ～
1:30受付20日(水)歯の健康

AM9:30 ～
9:45受付

前期

26日(火)

第1子が平成30年9月生の保護者

後期 第1子が平成30年5月生の保護者

AM9:30 ～
9:45受付12日(火)

種 類 場所対 象 日 時

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

PM1：00 ～
1：30受付

4カ月児
健康診査

平成30年10月1日 ～ 10月17日生 12日(火)

平成30年10月18日 ～10月31日生 26日(火)

10カ月児
健康診査

平成30年4月1日 ～ 4月15日生 6日(水)

平成30年4月16日 ～ 4月30日生 22日(金)

平成29年7月11日 ～ 7月28日生 5日(火)

平成29年7月29日 ～ 8月16日生 19日(火)

平成28年7月30日 ～ 8月15日生 8日(金)

平成28年8月16日 ～ 9月6日生 21日(木)

平成27年8月12日 ～ 8月27日生 14日(木)

平成27年8月28日 ～ 9月13日生 27日(水)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成26年2月3日 ～ 2月17日生 15日(金)

平成26年2月18日 ～ 3月4日生 28日(木)

2歳児歯科
健康診査

定期予防接種
予診票

6
（水）

日の出

7
（木）

四日市場

※平成29年2月生まれの方から、生後2カ月に予防接種手帳を交付しています。
　予診票発送対象者には、後日予診票・契約医療機関などの詳しいお知らせをします。
　接種時期などの内容をよく確認し、契約医療機関にて予防接種を受けてください。
※他市町村より転入された方、予診票のない方は、健康づくり課までご連絡ください。
※子宮頸がんの予防ワクチンの接種については、積極的にはお勧めしていません。
　接種にあたっては、有効性とリスクを理解した上で受けてください。  

※乳幼児健診を欠席される場合は、健康づくり課へご連絡ください。

月

月

◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ 
【こころの健康相談】
▶日時　2月15日（金）　①PM3：00 ～ 3：55　②PM4：00 ～ 4：55
▶場所　市役所市民窓口館　401会議室　※要予約
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